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COLEOPTERISTS' NEWS
草間慶一先生の逝去を悼む

佐 藤 正 ;率

本学会の前身である日本 翅目学会の創立に関わ 館に別々 に滞在していたと思う. 夕方, ハブが出没
られ初代会長であった車間慶一先生が逝去されたと するかも知れない道でド駄をはいてブラブラと歩い
の報に接し, ひとつの時代
が過ぎたのだと深い悲しみ
に展ると共に残念な思いで
一杯である. それは, 民虫
少年時代から京浜 虫同好
会を通してお名前を存知あ
げ, そして日本 翅目学
会,  さらに日本 翅学会と
発展してゆく流れの中で,
何かと接する機会を多くし
てきたことと, 世代の交代
を実感する年になったこと
などの思いが去来し, 交又
するからである.  しかもこ
の第 :次世界大戦後から現
在に至るl:J本の甲虫類研究
の流れは,  プロとアマチュ
アとの接点の中で築かれて
きた本学会の精神的反映が
あって連営されてきたもの
である. それは, 学1間先生
ご自身が生化学という本業
での教授職にありながら,
一方でカミキリムシの分類
学的研究という立場でプロ
とアマチュアの橋渡し的存
在として大きく貢献された
ことにある. 同好会から学
会への変革の中で, 先生は
大きな役割を果たされ, 多
くの同好の志を育成されて
きた. 今, その人達によっ
て次の時代が築かれようと
している.

ていた折に虫好き同志の直
感として話を交した.  しか
し, 初対面と思えなく色々
な話を伺ったように記憶し
ているが,  それは当時故大
林一夫氏に師事していた私
は, 草間先生のことを新進
カ ミキリ屋さん (失礼 ! )
としてすでにお話を何つて
いたことによるものであっ
た. その後, 九州大学で文
献コピーをしておられた
折,  さらに年を経, 色々な
立場でお会いするにつれ,
その温厚な人柄に触れるこ
とができた.
一方どんな巡り合せか,
お弟子さん達の陰謀か, i
翅目学会の最後の会長を引
き受けることになって し
まった. その折の引き継ぎ
が, すべておまかせとのこ
とで少々 戸惑ったが, 後任
者が自由に活動でき負担を
かけまいとする人柄が今に
經ばれる. 幸にして1 年で
目本 翅学会として再出発
に漕ぎ付けることができた
のも, 先生とその教えを受
けた虫屋さん達のお陰で

. .
あったと感謝の念にたえな

ありし日の車間度一先生 い.  どうか天界から我々の

台湾墾T公園にて 今後の活躍をお見守り下さ
るよう願うと共に, 草間先生のご冥福を心からお祈

車間先生に最初にお日に掛つたのは, 確か奄美大 り申しあげる次第である.
島の新村と記憶しているが, 小さな村で2 軒ある旅 ( 目本粕翅学会会長)
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あらゆる師であった氏の死を偲んで
一草間さんの思い出一

露 木 繁 雄

1998 年10月6 日 (火),  草間慶一さんは黄泉の
世界へ旅立たれた.
私の草間さんへの思いは, l998 年10月 10日

(土 ) に静岡市の平安ホールで行われた 儀の際に,
私が読んだ弔辞にすべて要約されているので, 追悼
文としては異例な形とは思うが, 最初にその弔辞を
載せさせていただきたい.

弔 辞

僕の一番恐れていた日が,  こんなに早く,  また突
然に来ようとは, 思いも寄りませんでした.
草間さん.  どうして僕に一言の断りもなく彼岸へ
行ってしまったのですか.
学間さんは僕が中学生のころからのカミキリムシ
の先生ですが,  ムシの先生だけではなく , 山登りの
先生であり, マー ジャンなどの遊びの先生であり,
お酒の先生でもあり,  もちろんいろいろな勉強の先
生であり, また人生の先生でもありました. ですが,
僕は一度も草間先生と呼んだことはありません. 何
故なら章間さんは学l間さんであり, 慶一 さんであ
り, お兄さんであったからです.
ムシと草間さんと僕との思い出は数限りなくあり
ますが, 使が高校 1 年のときに初めてのカ ミキリム
シ採集として南アルプス・ 赤石山系へ連れていって
くれたときのことは, 今でも昨日のことのように鮮
明に覚えています.  そもそも山登りなど全く経験の
ない, その辺のFl:みたいなところしか行ったことの
ない高校 l 年生を, いきなり 3000 m級の山へしか
も,  2 週間も入っているという無茶な計画でした.
それでも, 当時としては画期的なカミキリムシの成

目高山脈トッタペツ岳東側の 「Aカール」 と呼ばれ
ていたカールにて.  右より西川,  章間,  露木.  1958
年7月 l 9 日.
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果をあげられ,  しっかり赤石岳と荒川中岳の頂上に
立つことができました.  これも草間さんの臨機応変
で,  しかも冷静沈着な判断があったからだと思いま
す.
もう一つは, 僕が大学3 年のときに大学の先 2
人と草間さんの 4 人で北海道に採集旅行したとき
のことです.  日高山脈の最高峰・ ポロシリ岳へ採集
もかねて登ったのですが, 当時ここはほとんど登山
の人は来ず, たまに大学の山岳部の速中が来るくら
いで,  ほんとに秘境というにふさわしい場所でし
た.  ここで思わぬ嵐に遭い, テントは潰れ, すべて
の荷物は水;展しになり, ただでさえ重いリュックは
倍ぐらいの重さになり, 命からがら脱出してきたの
ですが, あとで草間さんは「あの時は本当にダメか
と思った」 と述懐していましたけれども,  ちゃんと
われわれ3 人の性格を把握していて, それぞれの能
力フルに発揮させて危機を脱出させてくれました.
強力なリーダーシップを発揮してグイグイ引っ
張っていく タイプではないのですが, いっの間にか
うまくその人の気持ちをつかんで, 力を出させると
いった本当の意味での指導者だったと思います.
最後に僕と tli間さんとを結ぶ私自身の不思議な体
験をお話したいと思います.  もう30年近く前にな
りますが, 東京 - 五反田の喫茶店で毎週木曜日にム
シ好きの集まりである 「木曜サロン」が開かれてい
たころ,  章間さんはもう静岡に行かれていましたか
ら年に1 ~2 度出られるかどうかの状態でした. 出
てこられるときも,  とく に前もって連絡などはな
く , 東京に用事があるときにヒョッコリ顔を出され
るのです. は欠かさず 「木曜サロン」 に出席して
いましたが, ある木曜目いっものように五反田駅で
電車を降り, 駅から 50 m ぐらい離れたビルの2 階
にある喫茶店に向かいました. 駅前の歩道橋を渡っ
ていると, 突然頭のなかに 「あっ, サロンに草間さ
んが来ている」 という思いが ｈ黷ｩんだのです.  もち
ろんそこからは喫茶店は見えませんし, 今目草間さ
んが来るということは何の連絡もありませんでした
から,  どうしてかな? と思いながらサロンへ行っ
てみると, そこにt '_間さんがいるではありません
か. 我ながらほんとに驚いてしまいました.
草間さんへの思いは一 日中話してもっきません
が, お別れのときが来たようです.
草間さんの 虫標本は が間連いなく引き継い
で,  しっかり管理しますから安心してお休みくださ
い. 供がそちらへ行ったら,  またいろいろ教えてく
ださい. それでは取り敢えずさようなら.

1998 年10月 10日 露木繁難

2 -



C0L EOPTERI STS NEWS

日高山脈トッタペツ岳山頂にて.  車間,  西川脇一,

河原 誠, 露木の4 人で北海適 (主に日高と知床) を
2 週間ほど採集旅行したときのもの.  右より草間,  西
川, 河原. 1958年7月 19 日.

私と草間さんとは, 私が中学1 年生 (1950年) の
ときからのお付き合いなので, かれこれ半世紀近い
時間が過ぎ去ったこととなる.  もし草間さんにお会
いしなかったら, 私の人生は全く連つたものになっ
ていただろう. 人との出会いが生涯にいかに大きな
影響を与えるか, 改めて考えさせられてしまう.
章間さんは男ばかりの4 人兄弟の長男で, 必然的
にリーダーシップを身にっけられたのではないかと
思う. 私が生まれ育った神奈川県通子市に長年在住
され, 戦後の混乱期に子供会を始められ, すさんだ
時期の子供たちに夢と希望を与えてくれた. 本人は
おそらく意識していなかったと思うが, 結果的に多
くの子供たちを非行から救ったに連いない.
その頃から 「お兄さん, お兄さん」 と親しまれ,
草間さんの家はいっも子供たちの溜まり場になって
いた. 当然多くの子供たちが草間さんの 虫標本を
見ていたし, 一緒に虫を採りにいったりしているは
ずだが, 幸か不幸かムシ屋になったのは私だけで
あった.
私は中学3 年ころから虫の魅力に取りつかれ, そ
の後はまさに坂適を転がり落ちるように, 虫の世界
にはまりこんでいった. 高校生のころは毎日のごと
く草間さんの家に入りびたっていたが,  ウイーク
デーはほとんど夜の9 時を過ぎないと帰らない草
間さんを待って, 夜遅くまでおじゃました. 特に草
間さんが結婚されてからも, 非常識にも同じような
ことをして, 奥様には大変ご迷惑をお掛けしてし
まった. それでもこんな私をご本人はもちろん,  ご
家族の方も曖かくもてなしてくれた.
草間さんのお父さまは, 大学現役のころは帝大

( 当時はまだ東京帝国大学) の三羽鳥といわれた秀
才で, 私がおじゃましていたころは, 横浜国立大学
の教授をなさっており, 本当にもの静かな方であっ
たことを覚えている.
草間さんが虫に親しんだのは小学校3 年のころ
と聞いている. 当時のムシ屋の常道である 屋から
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スタートし,  5 年生のころ一緒に虫を集めていた田
中 明さん (元・ 北海道大学教授) から, 甲虫のほ
うが面白いからと誘われ, それからカミキリムシに
夢中になったと伺っている.  l930年代~40年代は
まだ日本のカミキリムシの黎明期で, 今llのように
優れた図鑑などはなく, 同定するのは大変だったよ
うだ. 特にどんな文献があるのか, どこにあるのか,
また,  どうすれば見ることができるのか, 入手でき
るのかといった基本的なことに苫心されたらしく ,
よく 「あとの連中にはこんな苦労はさせたくない」
とおっしゃっておられた. 文献についてはほとんど
独力で集められたが, 「長谷川イ先生にだけはお世
話になった」 とも語しておられた.
草間さんは新しい採集地の開拓と地域ファウナの
解明に特に情熱を燃やし, 奥日光を始め, 伊 ､_'  天
城山, 南アルプス南部, 北海適・ 知床など, 新地域
のカミキリ相の調査に尽力された.  このような一連
のご努力は, 多くのァマチュアカミキリ屋への大き
な刺激となり,  口本全体のカミキリ相解明に多大な
i i献をした.
私は時間をムダにする名人だが, 草間さんはその
反対で,  1980年代半ばごろ,  不幸にして脳内出血
に襲われるまでは「テレビは全然見ないんだよ, だ
けど年に一回紅白歌合戦だけ見るんだ」 とよく話し
ておられ, 家にいるときは寸暇を惜しんでカミキリ
の研究をされていた.
草間さんについて, 民虫関係の方にはあまり知ら
れていない面を主に書いてみたが,  いずれにせよ,
本学会を創始されて会発展に諸々 の力を尽くされた
氏が逝かれたことは, 本会にとっても日本のカミキ
リ界にとっても大きな損失であり, 悔やんでも余り
ある思いである.  もう少し長生きして私の精神的な
支えでいてほしかったが,  これも今は叶わぬことと
なってしまった.  まことに残念だが今はただご 福
をお祈りするのみである.

(逗子市通子7- l -24)
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●草間慶一先生とアマチュアイズム
林 博 L;の言ト報を1事間先生にお伝えせねば,
とお電語して, 不覚にもはじめて先生の重いご病気
を知つた. 先生のご意志で.尾虫関係者には伝えな
かったという. 奥様からは'  口に露木繁雄氏とお
舞いに行くお許しを得たが, それも叶わなかった.
なんとその日の晩, 先生は逝かれてしまったのであ
る. 親しい弟子たちといえど, 病気の姿を見せたく
ない,  という先生の頑なな思いだったのだろうか.
カミキリ界に果たした車間先生の功續はあまりに
大きい. それは2 つに大別されるだろう.  1 つには
もちろん, 学術的な貢献である.  もう1 つは, たく
さんのアマチュアを育成した点である. 先生のこの
2 つの功 があってこそ,  カミキリ界が活性化し,
l l本のカ ミキリ相解明の気連が一気に盛り上ったの
である.

tii_間先生のカミキリ界への最初の業組iは, 「白骨
の天牛」 (1940) だという.  とすれば, 先生が15, 6
歳の頃である. また, 本格的に地域のカミキリを
扱った目録としては, 私の知る限りだと 「通子・ 鎌
合附近の天't二口録」 (1950, 個人出版) が最初であ
る. 先生が25, 6 歳の時であるが, 失礼ながら熟年
の頃とは別人と思われるほど整然とした字の手書き
孔版で, 105 種が生態的な知見などを含め掲 され

ている. 続いては, Insects Magazine誌上での「=
浦半島中北部のカミキリについて」 (1954- l 955) で
あろう. 各種の=浦、f一島内での分布や寄主植物, 発
生消長まで扱っており, 地域昆虫相の解明をめざそ
うとする人たちにぜひ一読をおすすめしたいほど,
地域カミキリ誌として優れた論文である. そして,
これら2 つの目録で見過ごせないのが, 「最も普通」
「普通」 「やや普通」 「かなり稀」 「稀」 「極稀」 「不確
実種」 といった区分ですべての種を評価した点であ
り, やがてこの評価法などは京浜 虫同tl:f会編の
「新しい 虫採集」 の新l目シリーズに掲載されたll
本産カミキリ一覧表 (1959; 1965;1973) につながっ
ていく . また, 南アルプス, 天城Ill, 静岡県, 台湾
とカ ミキリ相を精力的にまとめられていったし,
Insects Magazine誌上にリレー式の採集紀行文を
書かれた. そこに, よい意味での採集欲, 仲間との
親交, 地域昆虫相解明というアマチュアイズムを強
く感じとることができる.  さらに, 各種雑誌類でネ
キダリスやピドニアの総説を執 されたり した.  こ

れら一連の著作,  とくにカミキリ一覧表が全国のァ
マチュァを育て, 活動の原動力となってきたことは
論をまたない.
私自身もカ ミキリ一覧表で育った1 人である. 末
だ見ぬ への憧れ, 採集の楽しさ, 分布調査の必要
性など, 実に多くを教わった.  さらに人生の好運と
して, 草間先生自身と本当に親しくお付き合いさせ
ていただいたが, A-となってはその思義は計り知れ
ない. 幸いにも 「新しい 虫採集案内」 3 巻を編集
し, そこでの一覧表作りをお手伝いできたこと, 「日
本産ヵミキリ大図鑑」 を先生のご研究の集大成とし
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て構想し, その大部分の執等に加われたこと,
「Kusamaia (草間ll愛一先生記念論文集)」 を企画・
刊行できたことなどで, いくらかは章間先生のお役
に立てたのかもしれない.  しかし, 車受した恩に報
いるべき限界などはない. 私自身は,  これからも草
間先生の信条たるアマチュアイズムを継承していく
ことを誓いたい.
私ばかりではない.  i当間先生から直接あるいは間
接的に恩意を受けた方はたくさんおられることと思
う. それぞれの立場で, アマチュアイズムを育て継
承していくとともに,  日本とその周辺地域のカミキ
リ相をより詳しく解明し, まとめていくことが先生
への何よりの供養になると信ずる. ぜひ実行をお願
いしたい. (高桑正敏)
●最高の業積は力ミキリの6 段階評価?
世紀末も近い1998 年10月に, 林 t王1 蜚司二と
車;間慶一博士がほぼ同時に逝去され,  目本のカミキ
リ界は東西の両1-i頭を一度に なった. 戦後の50
年をふりかえると, 林先生がいなければ,  日本のカ
ミキリ相解明の土台が中々 できなかったこと,  i9間
先生がいなければ,  目本のカミキリ愛好者はこれほ
どまでに増えなかったであろうことに思い当たる.
虫好きにかぎらず, 趣味の仲間というものは, ll-l
間一般の交わりと比べて, 年齢差によるギャップが
あまりない. 親と子, おじいさんと孫ほどの年の連
いがあっても, 趣味の世界では同じように付き合え
るのが良いところである. 草間先生と一緒にカミキ
リを採った経験は, 和歌山県のモンクロベニカミキ
リや沖細での採集など数回しかないが, 学間先生は
採集地では着手のカミキリ屋とまったく変わらな
かった. 若者と成果を競い, 珍品を採れば有頂 に

なり, 誰かに採られれば心底怖しがる. 大家と呼ば
れる先生で,  これほどストレートに感情をだされて
いた人を私は他に知らない. 若者と同じというよ
り, 精神的には誰よりも若者だったのかもしれな
い. 車間先生が書かれたH二の採集記などを読みかえ
してみると, そんなことが随所に読みとれる.
草間先生の業績は,  カミキリの新 | lをたくさん書
かれたこと, n本粕翅目学会を作られたこと, 「 l l本
産カミキリ大図鑑」 を作られたことなど多々 ある
が, 私は, 「新しいE'._Ltl採集, 下」 (1959) およびその
增補新版(1965), 「新しい 虫採集案内, m」 (1973)
の 末に付されていた. 「日本産カミキリの生態と
分布一覧表」 が最高の業 ではないかと考えてい
る.  この表には当時のu本産全種の詳しい解説があ
り, 著者の独断と偏見で? , すべての種が 「最も普
通, 普通, やや少ない, 少ない, 稀, 非常に稀」 の
6 段階にランク分けされていた.  この一覧表は私た
ち当時の者手ヵミキリ屋には唯一のバイプルで,  カ
ミキリを採るとすぐこのランクを見て, - -まf一憂す
るのが常だった.  1960~1980年代の目本産カミキ
リ相解明の黄金期に, この6 段階評価が与えた影響
はすさまじいものがあり, カミキリ採集の大きな原
動力なとなった. その集大成が「目本産カミキリ大
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図鑑」だろう. 私の“非常に稀”初体験は, 15 歳の
時に都内上野公園で採ったテッイロヒメカ ミキリで
あった. これを採った時, 「ああ, やっと非常に稀を
採った ! 」 と, カミキリ屋として l 人前になったよ
うな気分になったことを覚えている.
苫しい頭の人だったら, 一覧表は作っても,  こ

の6 段階評価は 着したであろう. いっも若者と同
じ心でカ ミキリを見ていた1事間先生だから,  ここま
でできたと思う. そして, それが全国のカミキリ屋
にどれだけ夢と楽しみを与えてくれたかわからな
い. ti「間先生, 楽しい夢をありがとうございました.

(藤田 宏)
●草間慶一博士を偲んで

l'-',間さんに初めて会ったのは昭和33 年の秋頃
だったと思う. 使が留学していたロス郊外のパサデ
ナに近い研究所の生化学部門に '1間さんが来られる
事になり, Oilの奥様が準備の都合上,  ロスでの生活
環境などを聞きに供の留、「 t:に来られた. その際に
-人の趣味がカミキリムシという点で偶々 一致して
いた事が分かり, その 供の所に知らせがあった.
ロス郊外は砂漢に近い乾燥地なので, 倒木など
あっても ii;まで乾操しきっていて虫の気配など始ど
なく, 要領が分からないと甲虫の採集は容易ではな
く一人で ii ',1iJ' していたので, 彼の来るのが待ち速し
かった. 彼が着いた .日彼の部屋を訪ねると,  ドア
の近くに既に補虫網が、「て:l卦けてあり, 如何にも彼
らしい出会いであった.

[tl速週末には近くの山まで一緒に採集に出掛け,
夜は虫談義に楽しい時間を過ごし, 時にはァリソナ
まで速征もした. ある晩 の部屋で話をしていた彼
が急に用事があるからと帰った. 研究所の玄関には
明るい照明がっいていて, 白q書 に数は少ないが[t1虫
が飛来していたので彼の「]的はここにあったのであ
る. もそこに直行し連よく地面に落ちていたPar-
an(Iraを採集した. しかった.
一足連いに来た、i_間さんにこれを見せたら,  こん
なのはカミキリではないと悔しがった顔が でも楽

しい「nい出となっている.
彼はカリフォルニアでは大した成果をあげられな
かったが, 留学を一年延長して東部の研究所に移
り, 由、まれた環境のもとでカミキリの採集を満喫さ
れている. は帰国後彼の勧めにより, 当時五反田
の喫茶店第 : ルノアー ルで行われていた京浜.昆虫同
好会の木曜サロンに参加するようになった. 場所が
移りメンバーも変わったがサロンは40年経た現在
も上野で継続されており, l実にとっては楽しく充実
した生活の程となっている. そのきっかけを作って
くれた学間さんに心から感謝し, 又見に同行した奥
l l 光や大;t川上流の採集行などを懐かしく思い出し
ています. 京浜i i虫同好会の設、t当時から指導者と
して多くの後 を導き育て,  目本 翅学会の発展に
与されて益々 の指導が望まれていた時に病に侵さ
れた事, 本当に残念に思います. ごi「福を祈ります.

(衣笠恵士)

No. 124 (December 1998)

●痛惜・ 草間さん
標本箱の中に, 太い, 少し錯びた針に刺されたコ
トラカミキリの標本がある.  この l 頭は, 私がカミ
キリにのめりこむきっかけになり,  1事間さんとのつ
ながりを作ってくれた大切な標本である. 私が通い
つめた桜山の山すその農家の納屋の, ぎわに積ま
れた組 はカミキリの1庫で, 平山甲111図語を精読
していた私は, 飛んできた見たこともないカミキリ
が, 「本州ニハ稀ナリ」と記されたコトラカミキリで
あることを直感した. 小学校の作品展でラベルをみ
て驚愕された41間さんは, 例の積極性で小さな虫屋
にアプローチされ, なんかの間違いじゃないかと強
いn調で言われたことをはっきり覚えている.  この
後は, 小学校のそばのti'間さんのお宅にいりびたっ
ては, 大きなケースに納められた標本箱を胞きもせ
ずに眺めることになった. 中学に入った私は111速生
物研究部に入部したが,  とうに率業されていた大先
のei間さんも頻繁に部室においでになった. 戦争
の激化した l944 年の住か5 目間の中学の更体み
を,  章.間さんと弟の昭 :さんに連れられて奥ll 光で
過ごした. 金精峠でへたばってべそをかいた私を背
負ってくれた1事.間さん, エメラルドグリーンの't1沼
でトーから見上げた大きなシシウドのイll上の,  クモの
ように脚が長くみえたキペリカタビロハナカミキ
リ, 生まれて初めて見た生きているルリポシカ ミキ
リなど, 忘れられない思い出である.  I場動 に駆
り出された終戦の更を除いて, その後は目光, 域

山, 南アルプスと, 私の標本補には'' i間さんとの思
い出がいっばいっまっている.  中でも1953 年の最
初の南アルプス行では,  f,i間, 露木, 私のくカミキ
リ3 見弟> は, 2週間の旅程で, 特大のキスリング
に体重ほどの荷物をつめこみ,  ll光での恩返しに3
人用のテントは私が引き受けて,  とんでもない ',:行
ではあったが恐ろしい数のカミキリでもあった. 誰
の食料を先に食べるかで多少のかけひきがあったく
らいで,  もめごともなく, 遭難も数歩手前でふみと
どまれたのは, ひとえにf,f間長兄の統率力と判断力
によるものであった. 背広のポケットをふくらませ
てアメリカ留学に旅立つf_間さんは,  ちょっと昭和
大Iaに似ていた. アメリカでは2 人一緒の時期はな
かったが, 迷っていた私にアリゾナ行きを決心させ
たのは, 「マデラキャニオンは1要いぞ」という f間さ
んの一言であった. 静岡大学に移られてからはあま
りご一緒する機会はなかったが, 肉親同様, 会わな
くても心は通じていると信じていた. 人生の師でも
あった率;間さんと, 定年を迎えたこれからまたゆっ
くりと語り合うことができると思っていた私のIl:
に, あまりにも悲l しい, すぎる言ト報であった.

(小比賀正敬)

●草間さんのこと
車間さん. 教えられた内容から言えば, 先生と呼
ぶべきだが, 車間さん自身なんとなく , 友速という
姿勢で接してくださり,  こちらも同じ態度で接する
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ことを望んでいたと思う. だから車間さんである.
私の論文のミスを指摘する時の申し訳なさそうな顔
は, 今も目に浮かぶ. つまり, 上の立場で教えるこ
とが, あまり好きでなく , あくまで対等の友達が,
友達のミスに気付いてちょっと注意するという態度
をとってくれていた訳である.
教わったことは大変多いが, 特に重要なことは,
孫引きをしないで,  オリジナルを必ず見ることであ
る. 図鑑類を 香にし, それを前提に考えることし
か知らなかった私には, 文献を丹念に捜し出し, 過
去の研究者の書いた内容を一つ一つ検証してゆくこ
との大切さとおもしろさを熱つぼく説明する学間さ
んの語は, 大変新鮮であった. おかげで, すこしず
つ文献漁りのやりかたや, 珍しい文献を持っている
研究機関などを教わり, いっか本とコピーした文献
で一杯の111.間さんの本細に, わたしの所も似てくる
ことになった.
期々 としているようでなにかに興味をもっと子供
のように口をかがやかせて話し込む草間さんの姿を
見ることができないのは残念このうえないが, 標本
補をみると革間さんの思い出と結びついたものも少
なくない. 北海適の知床の宿の廊下で偶然出合った
時のこと, その _日初めて採れたェトロフハナカミ
キリ, 特に最後まで難が採れずくやしがった草間さ
んの思い出が請まった標本を引っ張り出し,  これま
たゆかりのアルマニヤックの残りわずかの瓶をだし
て一杯飲むことにしょう.
一献杯一 (小宮次郎)

●草間先生の思い出
日本医学会総会というのがあり, 明治以来4 年毎
に春に開催される.  これは内科, 外科などの臨床の
他, 解割, 生理学などあらゆる分野の医学会が同時
に行われる. 第 15 回 (1959 年) は東京で開かれ,
全国から医師が集まった. 医師虫屋も多く , 緒方正
美, 馬場金 郎氏らも上京し, 京浜民虫同好会の
人々 と4 月3 uに東京学士会館でパーティーが開
かれた. 私はその席で始めて単.間先生にお会いし
た. どんなお語しをしたか記憶がないがハンサムな
新進気鋭の学者の感じで, 数ヵ月後には米国留学に
出発された. その時の写真を見ると, 冬の穂高で亡

1959 年4 月 車間先生 (右端)

第124 号 (1998 年12 月)

く なった熊谷幸明氏も他のテーブルには写ってい
る.
さて,  1973 年に日本 翅目学会 (現日本 翅学

会) が誕生し, 大会では毎年お目にかかった. 講談
社刊「日本産カミキリ大図鑑」 ( l984) の分布図作成
の時には, 静岡大学の教官宿舎へは数回お何いし,
データの打ち合わせを行った. そして奥様やお嬢様
にもお目にかかり, 打ち合わせ後にはビールを御馳
走になった.  たまたまl日制中学のクラスメートのS
君も静大教授で, 同じ宿舎棟に住んでいたので, -
緒に歓談したこともあった.  さらに,  l986年から
始まった好虫会ではよくお目にかかった. 長い字
ネットを上を見て振るのは, かなり労力が要る, で
も斜面に上がって元気に採集された.  しかし
1988 ・89 年は御病気でお日にかかれなかった.
1990年の木曽御岳での好虫会はもう重い長字ネッ
トはなく軽装備だった (月刊むし235 号参照).  偶
然この時はネットを持った速山雅 氏親子にお会い
した.  車間先生には l 992 年上高地でお目にかかっ
たのが最後だった. 御病気以後, 体力の減退を語っ
て下さったことが耳に残っている.  この度御逝去の
報に接し,  とうとうの感がし御原:福を析るのみ !

(穂積俊文)

●原型ムシヤ一草間博士をしのぶ
東大の制服, カク構 (今時まったく存在しない)
の白面紳士,  草間大先 が, 時おり生物部の部室に
現れた時, 我々 I口制神奈川県立湘南中学 (現湘南高
校) のムシヤの卵どもは, あこがれと表'i iの限差し
で, その英姿を見守ったものだ (1946 年頃).
だがあまりに偉すぎて,  ソバへもよりっけなかっ
た我々 が, 後年, 何回か海外採集旅行へお供する栄
に俗し, その「ムシヤ魂」 ともいうべき先生の採集
に対するすさまじい執念のようなものを見せっけら
れ, ただただ敬服し, 脱 せざるを得なかったこと

を思い出す.
中国は _浦省,  西双版納(  シーサンパンナ) への

あの「有名」 な採集行の時, 先生はまさに団長とし
て我々 を統括されておられた. 適路事情が悪い雲南
の奥地は, 小型バスでの移動しかなかったが, いっ
どこで採集のためストップするかわからないのが常
であった. 私がドアに一番近い席に座ると, ポンと
11:iをたたかれ, 「新堀君, 悪いけどその席僕にゆずっ
てよ」 とおっしゃる. 大先 の命合なので 「ハイ」

と素直に席をかわったが.  これはバスが停車して,
いざ採集という時, 誰よりも早く下車して, ムシの
いそうな所へ飛んで行くための手段である. いっも
このような, 「はやりにはやる」気持ちを持ち続けら
れるということは !  (1982 年).
また,  タイ北部チェンマイ郊外のドイ・ ステップ
での採集の時, 先生はどうも調子が出なかった.  こ
こでの採集経験豊かな後 どもが, 例えばグレネァ
属のホストの植物を教えなかったりする意地悪をし
たこともあったせいだが, さらにクリカシの花の咲
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き頃のよいのにさっぱり当たらなかったせいもあっ
て, 「ちっともいないじゃないか ! 」と怒りを爆発さ
れた. そこで, 手ごろな1 本のクリカシをお讓りし
たところ, なんと l 時間以上, その木から離れず,
トラカ ミキリをはじめ, ユークラニスやメリオノエ
ダをたたき続け, ついに花がなくなりかける寸前ま
でいった.  これ以上は自然破壊? になる, 先生やめ
てください,  ということもできない弟子ども, 果然
と眺めていたのであった (1984 年).
これはマネすべきではないが,  まさに「ムシヤ」
の原型がそこにあった. (新堀量彦)

●間に合わなかった論文
その目の夕刻, 私は成田空港にいた. 短い休暇を
兼ねたこの1 週間, 数年来の懸集であったホノル
ル・ ビショップt専物館の訪問を果たし, 故グレシッ
ト博上の研究標本の調査を終えた私は,  自分の研究
に関わる幾つかの収穫を携え, 多少とも凱旋帰国の
気分でゲートを出たところであった. 昨日の に

は, 博物館の食堂で大味のチキンライスを食べなが
ら, .Ei虫学部門のアル・ サムエルソン博士から, 彼
がl目知の目本人研究者にまつわる近況を, あれこれ
と質問責めされたのである. やはりカミキリ好き同
士であるから, 人の話題も自然とそちらへ向く. 「ド
クター・ クサマによろしく」 というメッセージも受
け取ったばかりであった. そうだ, lltr国したら久し
ぶりに先生にお電話をして, 今回の成果も含めて,
よもや語でもしようかと思っていた.
まったく酒i名にもならないが, 虫の知らせという
のだろ うか. 間慶一先生の,,ト報は, 空港に着いて
電源を入れた携帯電語の録普で知つた. 電語は会社
からの定例報告で, 事務的な響きであった. そのせ
いか, にわかに信じ難かったが, 何度も繰り返し聞
くうちに,  ようやく現実のものとして認識すること
ができた.
もう l8年も-Hに通lぼるが,  大学率業直後に,  車
間先生のご指導を仰ぎながら私が書いた論文に,
procteomne属というカミキリを扱ったものがある.
これはカミキリ亜科ホタルカミキリ族の新属とし
て, グレシット & ロンドン (1970) によってラオス
から記録されたもので, そのホタルカミキリ族への
帰属理由は粕翅が長くほぼ完全なことであった.  し
かし, 形態観察を進めてゆく うちに, 翅の長さを

除けば,  この虫はむしろヒゲナガコバネカミキリ族
そのものではないかと, 私は考えるようになった.
当時, そのような見解を学1間先生にお話ししたこ
とがあるが, 根拠の甘さから,  じゅうぶんにご理解
いただけるまでには至らなかった. したがって, 「軸
翅が長いコバネカミキリ」 という私の仮説は, いま
だuの[]を見ていないのである.
過去10数年来私はこの虫に慧かれ, 東南アジア
各地から多くの新種を記載してきた. そしていま,
この属と近 群をまとめようと思い, 少しばかり大
きな論文に取り組んでいるところである. 今回のビ

N o. 124 (December l 998)

ショップ博物館訪問はその研究の一環であった.
論文を完成させ, 今度は自信を持って先生に自説
を披露したいと考えていたのであるが, それはかな
わぬことになってしまった.  いまとなっては論文を
書き上げても,  ご仏前にご報告するしかない.  しか
し, せめてそうすることで, 私をカミキリムシの一
研究者に導いてくれた先生のご恩に報いたいと思
う . (新里達也)

●採集を力ミキリを愛した草間先生
思い返してみれば,  t i間先生のお名前を初めて祥
見したのは,  というより出会ったのは私と同世代の
虫屋の多分少なからぬ方々 と同様, 北 杜夫の「ど

くとるマンポウ昆虫記」の中であった.  “ー一つは上
翅がすっかり黄色になっている例のクサマイという
変種なんです. もう一つは亜. タマヌキイらしい.
ー” この一節を御記憶の方も多いことと患う.
その後, 上野の甲虫屋サロンへ通いだして, あの
クサマイ” の主の先生にもお会いできるようにな
り,  カミキリの同定や分類学のこと等, 数えきれな
いほどご指導いただいたが, 採集にご一緒させてい
ただく機会は結局一度だけしかなかった.  1982 年
5 月の中国 浦省への2 週間の採集ツアーである.
このツアーでは期間中その伝統的? ともいうべきi
烈な採集スタイルにしばし感月長させられた. 熱帯の
さに目和りつばなしの私やA氏ら :手を尻口に,
常にフード付きヤッケを着込んでひたすらビー ティ
ングしていく後姿は“これが甲虫屋だ” と我々 をuヒ
咤しているようにさえ思えたものである. 全体とし
ては甲虫の成果は今一つ方しくなかったこのツアー
の終盤, 私がモスグリーンに輝くフトカミキリの一
種Monochamus guerryiを多数採集する機会にiti、ま
れたことがあった. それまでツアー全体で2~3 頭
しか採れていなかったもので, 帰宿後さっそく同行
のカミキリ屋諸氏にお配りしたが, 数頭を先生のと
ころへもお持ちしたときの,  こぼれんばかりの笑顔
で喜んでくださったお顔は今でもハツキリと脳要に
焼き付いている. お礼を言ってくださりたいらしい
のだが嬉しさのあまり言 にならないご様子で, 本
当に, 心底ヵミキリがお好きなんだなあとっくづく
感じさせられたものである.
生化学者としての素晴らしい御実 もさることな
がら,  しかし先生の “本性” は最後までカミキリが
好きで好きでしょうがない生粋の虫屋であられたと
思う.  きっと 国でもあのヤッケ姿で, ひたすら採
集に没頭しておられるのではないだろうか. いや,
あるいは黄色の上翅の大きなハナカミキリの姿に変
身して, 花から花へ堂ならぬ他のカミキリを愛でな
がら飛び回っておられるのかも知れない.
識んでご 福をお祈りいたします. (平山洋人)

●故草間慶一博士を偲んで
草間慶一博上の死去を知ったのは, 亡くなられて
数日経過した1998年10月 l l Hの夜であった. 長
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期滞在中のインドネシア, 東カリマンタン州の州都
サマリンダ市から斉藤秀生氏に電話をしたときに間
き, 初めて知つたわけである.
故草間慶一博士 (以後,  車間先生) に私が初めて
会ったのは, 正確な目にちは思い出せないが1974
年6 月の石;l;日島バンナ の頂上であった. 沖織復帰
後, 虫屋が大最に南西諸島に入るようになっていた
頃である. 私が 間,  ガジュマルの木に登ったとき
にサキシマハブを見つけ, 捕まえた拍子にバランス
を崩し, 3 mばかり落ちたにもかかわらず, へびは
しっかりとっかんで離さなかった日であった. な
ぜ, 覚えているかと言うと, 最初に会ったときにこ
の語しをしたからで,  これで, 私の事をえらく誤解
され, 後L1 , 「n本で最も 猛な虫屋」 と紹介記事を
書かれてしまったのである.  しかし,  この時には善
い事もあった.  t i間先生が「器械体操をやっていた
から手さえかかれば, 大抵の所は登って虫取りがで
きる」 と, 豪語したのである. その数L]後の6 月14
口, バンナ x -の頂上の夜間採集で,  無線中継所の建
物から少し離れた倉庫の入りnの上の小さな出っ張
りを見つけ,  、t 'i段なら登る気さえ起こらないような
所なのだが, 私は先生に負けじと, それに飛びつき,
よじ登った. そこで私は日本で :頭日のニホンムネ
ヒダミヤマカ ミキリを捕まえる事ができたのであ
る.

,',,間先生とはその後, 何度となく会ったり, 色々
と御教授うけたが, 私の心の中には, なぜか, 石垣
島で会った:?jい時間だけが残っており,  学:間先生と
いうと,  いっもその時のことが浮かんでくる.  !準:間
先生が静岡大学を退宮されるに当たって, 退宮記念
論文集「KUSAMAIA」 に “南西諸島のカミキリム
シ” と ,'f l間先生に献名した宮Ill島のミヤコルリポシ
カミキリ Gtenea kusamaiの記一般論文 “A study on
the Group of Glenea ch1orospila in Japan”を書い
たのも, 最初に会ったイfill島のことが思い出された
からである.
本当にお世話になりました. 御「福をお析りいた
します.

(城原 :覧)

第124 号 (1998 年12 月)

●草間慶一先生との思い出
1事_間先生との思い出は数々 ありますが, 私がカミ
キリムシの同定もろくに出来なかった頃, 当時, 渋
谷の久保商店で開かれていた京浜 虫同好会の例会

で,  カミキリムシを同定していただいた頃のことが
何よりも心に残っています. 虫を見ていただきなが
ら, 次の採集の意欲につながるコメントをいただ
き, その度に心がときめきました.  ほんの駆け出し
であった私にも, 親しみやすいスマイルで相手して
いただき, 当時, 甲虫をやっている人は管恐そうに
見えた私にとって, 気軽に虫を見ていただける存在
で した.
その後京浜.Ei虫同好会が「新しい昆虫採集」 を発
行し, 先生はそのIII に日本産のカミキリムシの
リストを掲 されました.  これが目本のカミキリ
チー ムのL」火になったことは,  アマチュアの間で広
く知られていますが,  このリストこそ, 私が当時は
内容を暗唱できる位に愛用したバイブルでした. 中
でも 「最も、;'''f-通」 とか 「少ない」 というように稀少
度を 6 段階にクラス分けされたことは, アマチュア
にとって, 採集の目標を立てて, 達成する楽しみを
与えてくれました. 私が米国に留学した際, 先生の
依頼で, ユアサヒゲナガヒメカミキリのホロタイプ
を調べ,  クロキモンカミキリであると確認したとこ
ろ,  このリストに般せていただけたことは大変光'
に思っています.
最近, 横浜市緑区, 青葉区の[lJ虫を何でも採集し
ていますが, やはり同定していただけるファミリー
と, そうでないものでは熱の入り方が自ずと連つて
きます. ハネカクシなどは数年前までは, 私にとっ
て最も速い存在でしたが, 段翅学会の大会で同定し
ていただけることが続いたので, 今では見つければ
必ず採る虫に昇格しました.
このように同定してもらえること及び地域的な稀

少度の情報の _つがあれば,  アマチュアは燃えるも
のであり, その :つをカミキリムシのl ｶ界で実践さ
れたのが_ i間先生であったと思います. すなわち先
生は, 関東のカミキリ屋拡大の最大の功労者であ
り, 私にとって最初の中虫の先生であられたわけで
す. (大木 裕)

梅ヶ島温泉 (静岡県) 第6 同好虫会. 右から5 人目, 草間先生
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●草間先生とネキの想い出
ei間先生の突然の言ト報をお聞きして大変驚き哀切

の念を禁じ得ない. 車間先生は関東のカミキリ屋の
大御所であった. 今nヵミキリ屋を自認している方
はf可等かのかたちで先生の. k陶を受けていると思わ
れるが, 私もその一人である. そう したご で こ こ

に学間先生との想い出の一端をしたためたいと思
う.

1960年代は,  カ ミキリ屋の間ではネキの語題が
沸騰していた時代であった. ネキとはNecydatis属
(ホソコバネカミキリ属) のことであるが, カ ミキリ
ムシの中でも上翅の短い特異な形態と珍種が多いこ
とより当時のカ ミキリ屋にとって非常に人気がある
ものであった.
先生はttt界のNecydalis族の総説をお書きに
なっておられた. l 966 年,  天城山のタンナサワフ
タギの材から私が見たこともないホソコバネカミキ
リが羽化した時には「ネキニュウデタ」と静岡の先生
に打電し,  ご報告した. 先生は早速東京に駆けつけ
て来られトガリバホソコバネカミキリであることを
確認された. それは本州では愛鷹山の初記録以来数
頭l lの記録であった.
また, 先生とは同度か採集にご一緒させていただ
いた. なかでも南アルプスの 事l:小屋にご一緒させ
て戴いたことは, 楽しい想い出である,
出かける前l l は, 静岡のお宅に泊めていただき,
中での入山許可を得て, 事f小屋まで入った. 第一
目目は二軒小屋周辺を採集して回り, 午後から東又
沢の奥の広河原へ向けて出発した.  自炊だったので
大きなリックを背負い, 採集をしながら進んだが,
複, 真っ暗になっても,  l l的の小屋にっかない.
それでも野 s iするわけにも行かず,  歩を進め午後

8 時をまわってやっと到着した.  それからインスタ
ン トのカ レーを暖めて食事をし, 毛;tfiにくるまって
体んだが, 大変寒かった事を記憶している. 次のt l
は小屋の周辺を採集してまわり, また6 時間ぐらい
掛かって _軒小屋に戻った. その時, 先生がカラフ
トホソコバネカミキリを貯木場の伐採木から採集し
た. l974 年のことで, 本j 魔ﾅはその2  年前の 197
年に同南アルプス広河原で初めて採集されて以来2
1iii f1の記録であった. ,,;t ピンを眺めながら, :人で
んだのを覚えている. いまでもその当時の少年の
様な先生の実顔が日にf'i'かんでくる. 楽しい想い出
とともにカミキリムシを教えてくださった先生に,
心から感謝している次第である. 末 ながら先生の
ご;?福を心よりお析り中し上げる. (中村俊彦 )

●草間慶一先生を'l卓む
10月上句のある目, 月刊むし社の藤田 宏氏か
ら連絡をいただき,  ?i:間先生がおl二くなりになった
ことを知った.  日本のカミキリ界にとって大きなi量
失であることはもちろん, 中でも京浜のカミキリグ
ループにとっては 「ボス」 を失うことに等しい痛手
と言える.

No. 124 (December 1998)

車間先生はご存知の通り生化学を生業とされ, 虫
はあくまでもアマチュアの、◆L場であった. ろくに図
鑑もなく,  ヒナルリハナがハムシかカミキリかでも
めるような時代に, 我々後 アマチュア研究家の進
むべき適筋を作って下さったといえる. 虫の採集を
心からエンジョイされ, おいくつになられても後
のカミキリ屋をライバル視するような無邪気なとこ
ろが, 先生が からも慕われた大きな要因だったろ
うと思う. 私は残念ながら採集にご一緒させていた
だいたことがないのだが, 人から何うこう したお齢
を感じさせないアマチュアリズムの真目'頂は, 私も
負けないでいっまでも真似をし統けたいと考えてい
る.
学間先生の偉大な功都1-のひとつに内田者観国11社の
カミキリ目録3 部作がある. 京浜のカミキリ仲間と
患い立って 1959 年に刊行した初版が基礎となり,
1965 年の增補改,i「版を経て l973 年の最終版に-'i '.
る労作で, 特に当初の2 作は先生の.l_,図するところ
がタイトル (生態と採集法一覧表) にも表われてい
て徴実しい.  学;間先生にとっては, あくまでも珍 ｢
を採る の教本のつもりで1'かれたものだったのだ
ろう. よく言われる 「珍品度 6段階評価」 も, 我々
アマチュアカ ミキリ屋の大きな励みになったことは
言うまでもない.
今回私如きが'' '間先生の追体号に寄稿させていた
だけるのは, 恐らくは l988 lf刊行の記念論文集
「KUSAMAIA」 の座,談会メンバ' - であったからだ
と思う. あの時はどちらかといえば i i務局の、r_場で
の参加であったが, ではご一l能させていただけて
とてもよかったと思っている. 人の採った欲しい虫
を、lば強引に父換してもらったこと, 珍品大lit採集
i llいで散るまでしっこくイeを掬いまく ったこと, 通
居にして採集意欲が全く ,litえていないこと, いずれ
劣らず草間先生のお人柄がにじみ出ていて実 に楽し
い座談会であったと思う. 111はあくまでも趣味のti t
界に留め,  アマチュア研究家に撤しきられたt i間先
生の目が最後まで少年の目をされていたのがとても
印象的であった.
社会的地位から引退することはあっても, 屋に

引退はない. 我々 アマチュア虫屋がそうでありたい
と思う姿そのままに, 最後まで111屋人生を識 され

た'9間先生のご 福を心からお析り中し上げたい.
(小笠原 隆)

●駄々こ ね
1980年の夏 (だったと思う), 京都で国際.l l虫学
会が開かれた折,  グレシット大表-を囲んで20名 i
の虫屋 (主にカミキリ屋) で会食をしたことがあっ
た.  この時の寄せ書きは 「月刊むし」 に般っている
ので, 調べれば出席者がわかるはずだが, 調べるの
がめんどうなので記憶だけをたよりに書く と, 林
医1、、, 章間慶一の大御所2 人と大林延夫, 複原
資:, 木幹夫, 水野弘造, 常喜 豊といったカ ミキ
リiモの面 .々 黒沢, 佐々治, 森本といったカ ミキリ
以外の大先生たちも参加されていたような気がす
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る. 岩田隆 郎 と私が車間さんに - いっけられて

会計係のようなことをして, 私が林さんに林さんと
は知らずに (初めて会ったのだ) く金を払えと催

促し,  このナマイキなオ'1造は何者だといった顔をさ
れたのを覚えている. 浮t ﾊの序列などには何の関心
もなさそうな車間さんは,  タメ「1を聞く私や, 超タ
メ nを聞く岩田君にも終始ニコニコかつ'護々 とし
て, 話がどこでどうころんだのかは覚えてないが,
気がっく と3 人で春目山に虫採りに行くことに
なっていた.
そこで私は, ,f間さんの無邪気ともいえるほどの
カミキリ好きをいやという程知らされることになっ
た. 真更の春日山にはろくなカミキリはいなかった
が, t;i間さんは私や;rim よりも沢山ヵミキリを採
らないと気がすまないらしく , 私たちのiり ピンをの

0ルイスク ビナガハムシの秋季における知見
ルイスクビナガハムシ (L il iocens IeωIsl JACOBY)
は, i翅口ハムシ科クビポソハムシ亜科に属する体
長6.0~ 6.9 mmの小 虫であり, 初 にマイ ッ'ル
ソウ, ナルコユリで成虫が見られ,  また幼111もそれ
らのュリ科植物を食章とすることが知られている.
しかし, 秋季以後初更までの生態は知られておら
ず, 土中で羽化後, そのまま林内りタ一中で春を迎
えるものと考えられていた.
者は, 秋季の針集樹幼木技のビーティ ングで,

多くの個体を採集したので報告する.
20頭, l l l 製f,I.q島沢村天神峠附近 ( 精進「]登山適) ,

5. IX.1998; 10頭, 同地点, 10. IX. l998;10頭, 同
地点, 19. IX. 1998; 3頭, 同地点, 13. X. 1998,
者採集保管.
採集地附近は, 富士111の」ヒ西斜面, 海抜 1,360 m
に11置し,  ブナ,  ミズナラ,  シラビソ,  ウラジロモ
ミを_t とした亜高山性の混成樹林が形成されてい
る. 登山道両脇にクマザサが生い茂るが, 林内は下
ト'!iが少なく, 林床にはミヤマイポ タ等の小灌木ある
いは構成樹の幼木が5 m四方に 1~3 本ほど見られ
るのみである.
本11111は, 林緑部及び広集樹小灌木からは得られ
ず, 林内のシラビソ,  ウラジロモミからのみ得られ

第124 号 (1998 年12 月)

ぞいては,  ちょっとムッとした顔をされて懸命にた
たき網などをされている. 「もう帰りましょう先生」
という私たちに, あろうことか先生は,  さっきのイll
のある所まで戻りたいとおっしゃる. 春目山の奥山
の適は狭く, 私は一方通行の道をバックで10分も
車を走らされるハメとなった.
長身のやさしい目をしたグレシットはすでに亡
く , 私のタメ口をたしなめてくれた林さんも,  自分
の子供程の年齢の着造にカミキリ採り競争で負けて
駄々 をこねた草間さんも,  さらには私や岩田君など
とはケタ違いのタメ口男の秋山黄洋 も次々と亡く
なって,  l 998 年の秋も終ってしまった.  かなうこ
とならば今一度, 車間さんの駄々 をこねた顔を見て
みたい.

(池田清彦)

た. なかでも特に多くの個体 (1 枝当たり 1~5 個
体) が得られたのは, 樹高 1~2 mの幼木の枝 (写
真 l ) からであった.
さらに詳細に観察したところ, 地表より高さ 50

cmほどの水平にはり出た枝の葉上で, 触角を交互
に振っている個体が見られた (写真2) が, 交尾な
ど他個体と接触しているものは見られなかった.

なお, 同地点と南東に500 mほど離れた大田和
林適と富 l:林道との交又部附近 (海抜約1,500 m)
で,  同時期に樹高2~ 3 mのモミの 高枝より各日
l 個体づつを採集している.
また,  13. X. 1998 には天神峠附近のウドの結葉
内より1 個体を採集している.
越冬に入る前に何らかの理山でモミ類の幼木に集
合し, その後りタ一等に分散して越冬するものと推
察される. 現在マー キング調査及び採集個体の消化
管内容物の分析中である.
末 ながら, 多くの御教授を戴いた松崎春雄氏,
刈部治紀氏に深謝いたします.

参考文献

木元新作, 1984. 原色u本甲虫図鑑(IV), 保育社.
本元新作・ 滝L」春雄,  1994. 目本産ハムシ類幼虫・ 成虫分

類図説, 東海大学出版会.
(東京都八王子市, 大塩一郎)
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0オオクリイロアシブトコメツキの幼虫
Anchastus castaneus MlwA, l934 オオクリイロ
ァシブトコメッキの成虫の形態や生態の概要は大、l'
(l996) が報告したように, 現在では 美大島, 沖縄
本島, 石 Zi島などに分布することが判明している
本属の幼虫は円筒形状の針金虫型で, 第9 腹節が
細長い円錐状をしているので近属の種との識別は容
易にできる. 目本産種ではA agm'i gsaemius  CAN
DezE, 1873 クリイロアシブトコメ ッキが大平
(l962) により明らかにされているが, 本種の一般外
形もこれに類似しており, 図示したように第9 腹節
は円難状である. 脱皮般のため各部の詳しい形態は
調査できなかったが, 体は黄褐色で光沢を有し, 第
9 腹節の末端への細まりはクリイロに比してより弱
く, 末端の尖りもより短い.  また, 腹節背板上の点
刻はより組雑で密に印する.

オオクリイロアシプトコメツキの第9 腹節背面

この個体は, '華者の一人である深石が, 石垣島仲
筋のシイの根元の土中より l998 年4 月16 日に見
いだして飼育したところ, 4月18 日には期化し, 5
月4 口に成虫が出現した. 本属の幼虫は一般に朽ち
木中に見いだされているので, 本来の生息場所はシ
イの朽ち木中ではないかと思われる.

引用文献

大平l .J、,  1962. [」本産コメッキムシ科の幼 の形態学的

ならびに分類学的研究: l -179.61 pls.
- 1996. ll本産アシプトコメツキ類について. 越佐
民虫同好会々 報, (76): 1-14.

(愛知県岡崎市, 大平仁夫;
沖織県石垣市, 深石隆司)

0有明海の汽水域で採集されたハマペゴミムシ
ハマベゴミムシpogonus japomCuS pUTZEYSは,
森田誠司.氏らにより111 口県から多産地が報告された
が一般には少ない種のようで, 11‘州からの記録はな
い. 者は佐賀!日中部を流れ有明海にそそぐ六角川
の河原で本種を採集しているので報告する.
佐賀県における有明海沿岸は広く -f-拓された上に
干満差が大きく, 海岸はもとより流入する河川の下
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流域の川岸はほとんどがコンクリートやブロックな

どで固められている. ハ角川は珍しくトー流部までl:
の土手で, 内側には芦原が広がっている. 本種は
原の湿った泥に乗った石やごみなどの下から見出す
ことができたが, 本来の好適な環境ではないのか個
体数は少ない.
種々 ご教授いただいた森田誠司氏に深く感謝した
い.

2頭,  佐賀県杵島郡江北町六角川河原,  13. VIII.
1997; 1 頭, 同地, 29. IX. 19 9 7.

参考文献

MORITA, S. & K. TERADA, l998. Notes on the Bembid i-
i nae (Carabidae) of Japan X. The genus Pogonus.
Jpn. J. sys t. Ent.. 4(1): 33-38.

(佐fl県嬉野町, 西田光康)
0「コクロオバポタルの採集例」の訂正
本誌第121 号に掲1載された「コクロオバポタルの
採集例」 に対し, 横須賀市自然博物館の川島逸郎氏
より再検の依頼があったため, 者が標本を再検し
たところ誤同定であることが判明したので訂正す
る. 報告した種は Lucidina okadai NAKANE et 0H-
BAYAsHl コクロオバボタルではなく ,  py「0py9a属
の一種 (仮称ノハラポタル) と思われる. 本種は新
大陸からのi・,tf化種で, 種名については川島氏が調査
中である.  ちなみにコクロオバポタルとは, 前 背

板に赤い紋があり, 体全体がほぼっや消し状である
ことから区別できる.
末 ながら, 者の報告について現地調査を行
なった上で誤同定の可能性をご指摘下さった横須賀
市自然博物館の川島逸郎氏と研究員の方々 に厚くお
礼申し上げる.

参考文献

大場信義・ 高井 ・ 後藤好正・ 川島逸郎,  1996. コクロ
オパポタル雄成虫の外部形態・ 習性および生活環境.
横須賀市博研報 (自然), (44): 33-45.

後藤好正・ 川島逸郎,  1998. 東京都多庫川河川数で記録さ
れた 化ポタル. 全国ホタル研究会,誌, (31):27-28.

( 東京都足立区, 木元達之助)
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0ヤェヤマホソジョウカイモ ドキ沖編本島に産す
ヤェヤマホソジョウカイモドキ fagt'a aυicoih's

REDTENBAcHERは佐藤 ( l985, 1989) によれば, 香
港, 台湾,  日本では西表島のみに産する比較的少な
い種類である. 最近になって奥島( l994) は石垣島
からの記録を報告したが, 八重山諸島以外の産地は
だに知られていないようである. '事者らは琉球大
学農学部民虫学研究室所蔵のカミキリモドキ科標本
を構理していたところ, 沖細本島産の本種標本を見
出したので,  ここに新産地として報告しておきた
い .

2 , 沖縄本島国頭村与那,  11-VII-1972, 照屋
l採集, 琉球大学農学部足虫学研究室保管.

本IF重はジョウカイモドキ科の中では特異的に細長
い体型をしており, 頭部も前方に伸びてイE粉食に通
応した形態をしている. 奥島(1994) も報告してい
るように, 本種は色彩・ 体型ともに類似しているキ
ム ネ カ ミ キ リ モ ド キ 0edemera tes tacei thorax
KoNoとイe上で同時に採集されることが多い.  キム
ネカミキリモドキは台湾から八重山諸島, 沖細本
島,  さらに奄美諸島にかけて分布しているので,
回この2 の分布域がほぼ重なっていることが判
明した. 画者が擬態関係にあるかどうかは断言でき
ないが, 非常に興味深い現象である. なお, 台湾お
よび西表島産の個体と外部形態の比較を試みたが,
目立った差異は見出されなかった.
末 iiながら, A回の発表にあたり何かと便直を
計って下さった琉球大学農学部の佐々 木健志先生と
屋富祖,「1子先生, 新報出版の村山 望氏に厚くお礼
中し上げる.

引用文献

奥島難一,  1994. 石」;ti島のヤェヤマホソジョウカイモドキ
の記録. Il l虫ニュース, (105): 7.

佐藤正,f:,  1985. ジョウカイモドキ科.  原色口本ll] 諮 }鑑
(m), pp. 162-167. 保育社.

佐藤正 _, 1989. ジョウカイモドキ科. H本産昆虫総日録I,
pp 365-366. 九州大学農学部民虫学教室・ 目本野生生
物研究センターi t:編.

(.1ヒ海適大学農学部,  薄田浩二;
琉球大学農学部,  東 清=)
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0富士山麓青木ヶ原で採集した甲虫類
富 l一山麓青木ヶ原は,  多様な樹木で構成された大
原生林で,  この中を通る精進n登山適 ( 山梨県鳴沢
村大室山付近) は, 東京近郊における恰好の研究
フ ィ ールドであったが, 現在は特別保護地域に指定
されて容易に採集を行なうことができなくなった.
そこで, 指定以前に採集していた甲虫類について記
録しておきたい.
l ) Ctadiscus obetiscus LEWISホソカッコウムシ

1 頭, 28. VII i993, 事者採集.
ブラックライトを用いたライトトラップに飛来し

た.
2) Spinzoa coerulea LEWISルリホソカッコウムシ

l 頭, 2. VII i994, 者採集.
林内の空き地に横たわっていたイヌプナの倒木に
飛来した.
3) Dendrophagus1ongicorms REITTERヒゲナガヒ
メ ヒ ラ タム シ

1 頭, 6. VI. 1995, 者採集.
4) 「npiar doυza LEWISフタホシチビオオキノコ
多数, 2. VII i 994, 者採集.
イヌブナの倒木に生じたァラゲカワキタケと思わ
れるキノコに集まっていた.
5) Tritoma osaωal NAKANEオオサワチビオオキノ
コ

1 頭,  19. IX. 1993, 者採集.
イヌブナの倒木に生じたウズラタケと思われるキ
ノコを後食していた.
6) Tritoma toωadensls CHOJoムツホシチビオオキ
ノ コ

1 頭, 30. VII i994, ':軍;者採集.
7、Endomychushiranoi SAsAJIヒラノクロテントウ
ダマシ

多数, 4. IX. 1996, 渡辺英行採集.
広葉樹の立結に多い. 分布は局地的だが,  発生地
での個体数は多いようである.
8) Pseudopyrochroa afnpenms (LEWIS) ムネァカク
ロアカハネムシ

3 頭, 21. VII i994, ~準者採集.
林内の空き地に横たわっていたイヌブナの倒木に
飛来した.
9) 0rchesia sp. サビイロニセハナノミ  (仮名)

8頭, 21. VII i 994, _者採集.
菌の生じた細い立枯から採集した. 小型で体色が
淡い黄褐色であることから,  同属の優先 ヵ バイ ロ

ニセハナノミ 0. oculans LEwlsと区別できる. 9 月
になると本種は見られず, カパイロニセハナノ ミが
多くなる.
10) Dircaeomorphaυaliciicorms (LEWIS) ムツモン
ナガクチキ (写真 1)
多数,  l8. VII i994, 者採集.
道沿いの細い立枯に生じた白い管薬状の菌に多
い. 体長にかなり差があり, 他地産のものに比べて
小型の個体ばかりであった.

12 -
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l l ) Dircaea eroty1oides LEWIS フタオビホソナガク
チキ

5頭, 22. VIII. 1993, ':華者採集.
ブラックライトを用いたライトトラップに飛来し
た.
12) Ph1oeotrya trisignata NoMuRAコモンホソナガ
クチキ (写真2)

l 頭, 28. Vm. 1993, 筆者採集.
夜間,  イヌブナの倒木上を徘 1していた.

13) Meostereopaipus mpomcus (LEWIS) ケナガクビ
ポソムシ

2 頭, 21. VII i994, 者採集.
末 jiながら, 貴重な標本をfti '-i-下さった渡辺英行
氏にお礼申し上げる.

( 東京都足立区, 木元達之助)

0ツヤケシオニミツギリ ソゥムシの採集例
ッヤケシオニミッギリソ' ウムシ ParamorPhoce-

phatusfumosus(MoRIMoTo,1976) はLePtamorPho-
ceptialus属の1 種として記載され,  後にParamor-
1)hocephalus属に移された(MoRIMoTo,1982). 模式
産地は奄美大島で同時に屋久島からも記録された
が, それ以降記録のない稀な種である.
者は採集者の松本慶一氏のご好意により屋久島

産の本種の標本を検する機会に恵まれたので, 追加
記録として報告する.

lc,''1 ♀, 鹿児島県屋久島小楊子林適, 30~31.
v II i 998, 松本慶一採集.
スダジイの表 i木の樹皮下より得たとのことであ
る.

No. 124 (December 1998)

費重な標本を意与く ださった東京農大の松本慶一
氏にお礼申し上げる.

参考文献

MoRIMoTo, K., 1976. On the Japanese species of the
family Brentidae. Kontyu 44:267-282.

森本 性,  1979. 日本産ミッギリ、fウムシ科概説 (l), (2).
甲虫一ユース,  (46): l -6; (47): 1-5.

MoRIMoTo, K., 1982.On some Japanese Brentidae(Colco-
ptera). Ent. Reυ. Jlapan, 37:31-36, pl.1.

(東京農大,  吉武 啓)

OMl, rma という属について
私はさきに (本誌第123 号: 6-7,1998),  カブト
ムシの属名について論じたが,  これに関連してボル
ネオ, マラヤ, スラウェシなどに分布するA11omyr-
mapfieifferi (REDTENBAcHER) ( いわゆるサビカブト
ムシ) の学名についてもふれた.  すなわち上記の
が記一械されたさい設立されたMyrtnaは下位異物同
名であるという理由で ARROW(1911) はMyrina
REDTENBAcHER, l 867 を破棄し,  新たにAuOmy「一
maという属名を提唱した.
と こ ろ が REDTENBAcHERの属 に先 行 し た

Myrinaという属については, 一体どのような動物
(辞) なのか, いっ, だれによって設立された属なの
か,  これらについてARROWはまったくふれていな
い.  この点について長く気になっていたが, 最近に
なって,  これがMyrina FABRlc1us, 1807 (type-
species: Papitio alcides CRAMER,1776) であること
がわかった.
この属はアラビア半島南部から と してアフ リカ

に分布するミドリシジミ Ill科Theclinae, Ambly-
podi ini 族に属するシジ ミ チ ョ ウで, HEMMING
(l967) によると現在単系続研.の4 種が知られてい
る.  いずれも翅表中央部は青藤色, 要面は褐色, 後
翅後緑はやや突出し尾状突起がある. また, LARSEN
(1997) によると, 幼虫の食価植物はすべてクワ科の
イチジク属Ficusで,  ちなみに英名はFig tree
blues であるという .

引用文献

ARROW, G., 1911. Notes on the coleopterous subfami ly
Dynastinae w ith description of new genera and
species. Ann. Mag nat. Hist., (8) 8:153.

FABRlcIus, J., 1807. 111iger 's Mag. lnsek tenkunde 6: 286.
HEMMING, F., 1967. The generic name of butte「fl ies and

thei r typespecies. Buff. Brit. Mt‘s (Nat. Hist ). Ent.
sup 9: 509.

LARSEN, T., 1997. The butterflies of Kenya, and thei「
natural history, ext lord:178-179.

REDTENBAcHER, M., 1867. ReiseNoυa「a, Zoo1., 2, COI:78.
( 東京都多i年市,  三宅義一)

- 13 -
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0オオッチハンミ ョウ四国に産す
オオッチハンミョウ Me1oeproscarabaeus saPPo-

rensts KoNo は, 従来は北海道と本州のみに分布す
ると考えられていた (平l鳴,  1989). 者は徳島県
下で採集された本種の標本を検したので記録してお
きたい.

1 ♀, 徳島県麻植郡山川町高越牧場,  l t. V. 1997,
真野友香里採集, 者保管 (真野俊作経由).

牛が放牧された牧草地で, 草本の葉を活発に摂食
していたという. 真野俊作氏の話によれば, 同牧場
においてこの個体以前にも2 頭採集したことがあ
るという.
末筆ながら, 貴重な標本を恵与された真野俊作・
友香里両氏に心からお礼中しあげる.

参考文献

平 義宏監修, 1989. 日本産民虫総目録.
河野広道, 1936. 目本動物分類. 大花蚤科・ 地職科. 三省
堂, 東11,.

黒 良彦ほか編, 1985. 原色日本甲虫図 . m. 保育社, 東
京.

(埼一] i県浦和市, 芳賀 馨)

0北陸で採集された力ミキリムシ3 種の記録
1. アメ イ ロカ ミキリ Stoned as ciaυz'geraciaυz'gera
BATES

1 1 , 石川県門前町據山 , 7. VI. 1998, 江崎
功二郎採集.
石川県からは初記録である.  クリの花のスイー ビ
ングによって得られた. 今回採集された場所は来調
査地であった.
2. シロオビドイカ ミキリ Mtmectatina fuscoPlag-
iata (BREUNING)

1 ♀, 富山県大山町折立,  24. VIII. 1997, 江崎功
一

郎採集.
富山県からは初記録で西限に近い記録と思われ
る. 新鮮なオオトラカミキリの加害枝 (アオモリト
ドマツ) を歩行していた.
3. エソ' トゲムネカ ミキリ 0piosza suυoreυi PIc

l 2 ♀♀, 石川県尾L]村ハライ谷, 17. VII i 996,
八神徳彦採集.

- l 4
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左: シロオビドイカ ミキリ (富山県産),  右:  エ' / ト
ゲムネカ ミキリ (石川県産)

石川県からは初記録である.  これ以前に記録があ
るとされているが, 標本が確認できない等の理由で
石川県ヵミキリムシ日録からは削除されてきた.  シ
ナノキの折れ枝のビー ティングによってll、  られた

参考文献

長谷川適明他, 1993. カスリチビカミキリについての分類
学的知見. 豊橋市自然史博研報, (3): 21-26.

井村正行, 1998. 石川県の 虫. カ ミキリムシ類: l 97-
2 1 7 . 石川県自然保護課, 石川県.

(石川県林業試験場, 江●寄功=郎・ 八神徳彦)
0へリハネムシ類の採集記録
邦産へリハネムシ類3 種の採集例を報告する.

1) Ischal ia (Pseudohomal isus) patagiata LEWISへ
リハネムシ

1 頭, 宮崎ll'日南市富上, 9. Vm. 1991, 通藤千秋
採集; 3 頭, 群馬県上野村野栗沢, 25. VII i996, 進
藤健朗採集.
野栗沢では, 林適脇に落ちていた枝にとまってい
た.
2) fschaha(Pse gdohomahsus)  i gteohneat a P fcキ
ジヘリハネムシ

1 頭, 長野県安量村島々 谷二股, 21. VII i936, 黒
佐和義採集; 約20頭, 山梨県須玉町里宮平, 16.
Vm. 1997, 者採集.
里宮平では, 林内の古い朽木に生じた自い管薬状
の菌に集まっていた. 成虫 (写真 l ) が朽木の上部r
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で, 幼虫らしきもの (写真2) が下部で, それぞれ集
まっており, いずれも朽木上で盛んに菌を食ってい
た.  また, 成虫は交尾も行っていた.
3) lschalia (Pseudohomatisus) takane M. SAITo夕
カ ネヘリハネムシ

1 頭, 長野県安 村焼岳, 4. IX. l996, 違藤千秋採
集; 1 頭, 山梨県須玉町八丁平, 2.VIII. l997, 澤
洋採集.
八丁平では, 林内の草の上で盛んに触角を動かし
ていた.
末 ながら, 貴重な標本を意与下さった遠藤千
秋, 澤 洋, 黒佐和義, 進藤健朗の各氏に厚くお
礼申し上げる.

参考文献

SAIT0, M., 1994. A revisional study of the Japanese
species of the family Ischaliidae(Coleoptera, Hetero-
mora). Etytra. Tokyo, 22:335-343.

(東京都足立区, 木元達之助)
OH,aptomalacMus isMharaiの採集例

apiomaiac加'us is加'harat M. SAT0 et WITTMER
は埼::f、県北本市石戸宿, 戸田市適満, 大宮市, 東京
都大田区大井埠頭で得られた個体を基に l989 年に
記載されたジョウカイモドキである.  また, 浦和市
秋ヶ瀬から Ma iac加'usυ加coihs KIEsENWETTER?
として報告されている (NAKANE, 1985) も本 の

ようである.  いずれにせよ, 極めて採集例の少ない
種であるが, 1者は埼玉県東松山市において本種を
採集しているので報告する.

l ・  埼玉県東松山市毛塚 (九十九川脇の湿地 )
5. IV. 1998. ?者採集, 保:i i (図).
カサスゲの生える湿った土の上を歩いているとこ
ろを採集した. 原記般によれば, 本種は章地的環境
で得られているようであるが, 戸田市や」ヒ本市の産
地にはいずれも東松山市と同じような湿地環境が存
在していた事から, 本種の生息環境はこうした湿地
周辺の草地であると思われる. なお, 残念なことに
この湿地は最近理め立てられ, 同地での採集は不可
能となった. 同じように, 上記で既知産地として挙
げた場所のほとんどが開発されてしまっており, 本
種の採集は・今後ますます困難となるであろう.

- 15
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末 ながら本種を同定して頂いた名古屋女子大学
の佐藤正考:博士, 採集に同行, 本種についての情報
を御教示頂いた東京農業大学大学院の岸本年郎氏,
埼王県嵐山町の豊田浩二氏に厚く御礼申し上げる.

参考文献

SAT6, M and W. WITTMER, 1989. Some notes On JaPa-
nese Melyridae(Coleoptera). Elytra, T、okyo. l7:57-
60.

NAKANE, T.,1985, New Or little-known ColeOPte「a f「om
Japan and its adjacent regions, XXXVIII. Fragm.
Coleopt., (38/40): 153-164.

(東京農大, 新井志保 )
0宮城県初記録のクロツヤハマベソゥムシ
クロツヤハマベゾウムシ Thatassele1)has major
は, EGoRov& KoRoTYAEv(1977) によって記載さ
れた海浜性のソ ウムシである. 現在までに国内では
」ヒ海適と岩手ll:1からの記録が知られているが, 宮城
ll'における採集例はないようである. 者は同県北
部で本種を採集しているので報告する.

1 頭, 宮城ll,」牡鹿町孤岬付近, 13. m.1995, 吉武
啓採集.
採集地は堆積した貝殻でできた小規棋な浜で, 海
草類やその他の種々 雑多な漂流物が打ち上げられて
いた.  その中の発泡スチロールのゴミの下より得た
ものである.
当日採集に同行してト [さった '; :武洋子氏にお礼申
し上げる.

参考文献

EGoRov, A . B. & B. A. KoRoTYAEv, 1977. Review of the
weevil t ri be Emphyastini (Coleoptcra. Curculioni-
dae), habi tants on suprali t toral of the Japan, 0cho-
tian a nd Behring seas. Useful insects and pests of
the far east: 43-53 (in Russian).

森本 法,  l993. 海辺の甲虫類概説.  Ill 'llと自然,  28(11):
2 - 6.

(東京農大,  吉武 啓)
0ウスチャコガネの生態的知見
Phy11opertha diυersa WATERHOUSEウスチャコガ
ネは本州,  四国,  九州に分布し,  やや開けた環境に
て春季に出現するコガネムシである.
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者は群馬県鬼石町において, 非常に多く の本種
を目撃および採集することができたので, 状況等も
含めて報告する.

40 1 0 ♀, 薄馬県鬼石町桜山公園, 9. V.
1998, 新井志保・ 豐田浩二採集, 保管.
本種が発生していたのは公園の芝生で, 足の踏み
場もないほどに乱舞しており, 恐らく数百頭は発生
しているかと思われた.  しばらく見ていたところ,
uが陰った瞬間ほとんどの個体が地面に潜ってしま
い,  口が出てくるとまた乱舞し始めるといった状況
が繰りかえし見られた. 地面に潜る際は, 生の根
際にあるちょっとしたくぼみに降り立ち, 前脚を
使ってl要い勢いで潜っていた. また, よく見ると幾
つかの小集団が飛び父いながら芝生の上を移動して
いるようで, 生全体にまんべんなく見られると
いったものではなかった. 発生状況から考えて, 幼
虫は などの根を加「ﾏ'  している可能性が高い
末 ながら, 採集に同行して頂いた東京農業大学

ll!,:l」学研究室の新)キ志保嬢に厚くお礼中し上げる.
(埼 i県嵐山町, 豊田浩= )

0 ヨツポシツヤナガゴミムシの山梨県からの記録
ョッポシッヤナガゴミムシ Abacetus tanakaiは,
全国的にも記録の少ない 類であるが,  これまで未

記録であったと思われる山梨Inで採集しているので
報告する. 報告にあたり, 本 の記録についてご教

示頂いた笠原須磨生氏に感謝する.
l 頭, ll、梨県富沢町Ji-沢, 6. VII i997, 苅部治紀

採集.
適ぞいにあるライ トのカバー上で, たまっていた

甲虫の死体の山の中から発見されたもので, 恐らく
富士川に生息地があるのだろう.

(神奈川県立生命の星・ 地球博物館, 苅部治紀)

0メダカハネカクシ亜属2 種の記録
目本産メダカハネカクシ亜属の覚えlti:き (直海,

1998) によればStenus属Stenus亜属は[」本から
21 極が知られ, 9 群に分けられている. 5 番目の群
にS. june PAYKALLとS. indagatO「EPPELSHEIMが
あり, 何れも北海道と本州 (中部以北) に産するが
稀な種である. 特に本州での記録は少ないとのこと
なので,  ここに報告する.

1.  StenuS(StenuS) june pAYKALL
1 ? 2 早 , 長野県北安,墨那小谷村, 4. VI.1994, '率
者採集.

第124 号 (1998 年12 月)

本種の は腹部第7 節腹板に四角い凹みがある.
2.  Stenus(Stenus) indagator EPPELsHEIM
10;'', 神奈川県西丹沢明神峠, l 2. Vm. l 993, 者
採集.
本種の(,フ' は腹部3~6 節腹板に顕著な剛毛東が
あってわかりやすい. 直海俊一郎博黎 :は王者の風格
を備えた種と表現している. (写真)
末 ではあるが, 同定並びにご教示いただいた直
海俊一郎博士に厚く御礼申し上げる.

(神奈川県小田原市, 平野幸彦)

0日光山境における二セマルハナノミの記録
ニセマルハナノミ科のニセマルハナノ、 Dedi-

maυersicotor SAKAI et SAT0は,  1996 年に記 さ

れたニセマルハナノミ上科の特異な甲虫である. 分
布域として四国, 本州中部が知られているが, '華者
も日光山境から採集しているので記録しておく. 現
時点で,  もっとも東の採集例にあたる.

1 頭,  辞馬県片品村 塚山 (1,600 m in alt ), 27.
v I. 1998, -  洋採集, 酒井雅博保管.
湿つぼい谷部で,   ト [? iの集上に静止していたもの
を得た. 付近をかなり注意してみたものの, 追加個
体は得られなかった.
末筆ながら, 本種を同定され, 発表をすすめてい
ただいた酒井雅博博士に深謝したい.

参考文献

SAKAI, M and M. SAT0, 1996. The coleopte「an family
Decliniidae(Elateriformia, Scirtoidea) new to Japan,
w j th description o f i ts representative. Elytra,
Tokyo 24:103-111.

本元達之助,  1997. 興秩父八丁平における甲虫類の採集記
録. 月刊むし, (317): 36

(埼玉県庄和町, a澤 洋)
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